
集団遺伝分野

庄武孝義,川本芳,田中洋之

<研究概要>

A)ニホンザルの集団遺伝学的研究

川本芳,庄武孝義,川本咲江 (技能補佐員)

和歌山県におけるタイワンザルとニホンザルの交

雑状況について,現地調査ならびに遺伝子分析をおこ

なった.犬山で開催された第20回日本霊長類学会で分

析結果を発表した.

萩原光氏,相棒敬吾氏 (房総のサル管理調査会)

との共同利用研究で,房総半島で野生化したアカゲザ

ルがニホンザルと交雑をはじめていることを遺伝子分

析で証明し,論文公表した.

赤座久明氏 (富山県立雄峰高)との共同利用研究

で,北アルプス後立山連峰稜線部に夏期のみ現れる群

れを現地調査し,糞からの遺伝子分析により出自を判

定した.また,関連する研究成果を第20回日本霊長類

学会で発表した.

2004年5月と2005年3月に開催した共同利用研究

会においてニホンザルに関する研究成果を発表した.

B)マカカ属サルの系統関係

川本芳

インドネシアのボゴール農科大学の研究者と共同

で,8月に西部ジャワ州のインド洋上にあるTinjil島繁

殖コロニーのカニクイザル人為導入群の遺伝的特性を

調査した.

C)マダガスカル産原猿類の遺伝学的研究

川本芳

市野進一郎氏 (京大アジアアフリカ地域研)との

共同利用研究で,ペレンティー保護区のワオキツネザ

ル群のマイクロサテライ ト遺伝子変異を分析した一.父

子判定にもとづきオスの繁殖状況を解明した.

D)ヒヒ類の種分化に関する集団遺伝学的研究

庄武孝義

サウジアラビアのBisha(アシール山岳地帯東部が

砂漠に移行する地域であり,この国のマントヒヒの生

息地の最東部)にて,昨年度の予備調査につづき,今

年度は捕獲調査を行った.試料を日本に持ち帰り,DNA

抽出行い,ミトコンドリアDNAの塩基配列を決めつつ

ある.

E)家畜化現象と家畜系統史の研究

川本芳,庄武孝義

3月にペルーを訪れ,アレキーパ県の山岳地帯でリ

ヤマ,アルパカの遺伝学的調査をおこなった.南米ラ

クダ科動物に関するこれまでの分析結果を論文にまと

め公表した.

F)閉鎖集団として維持される実験用サル類の集団迫

伝学的研究

田中洋之,森本真弓 (人類進化モデル研究センタ

ー),釜中慶朗 (人類進化モデル研究センター).松林

晴明 (人類進化モデル研究センター),川本芳.庄武孝

義

本研究は,閉鎖集団として当研究所で維持されて

いるニホンザルおよびアカゲザルコロニーを対象にし

て,家系の解明と集団の遺伝的変異性および近交度の

変化を明らかにすることを目的にすすめている.今年

度は.ひきつづきニホンザル嵐山群についてマイクロ

サテライ トDNAの多型分析を行い,また,定期検診で

採集した血液試料からのDNA試料の調製を行った.

G)ハナバチの歴史生物地理学的研究

田中洋之

ボルネオ島及びスラウェシ島に生息するミツバチ

~属 を対象に系統地理学的研究をすすめている.2004年

度は,マレーシア･サバ州で行われた21世紀 coE共

同プロジェクト (代表 :･北山 ･生態研)のインバック

渓谷調査に参加した.採集したミツバチの遺伝分析を

行い,調査報告書としてサバ基金 (マレーシア)-堤

出した.また,ボルネオ島におけるミツパチの遺伝的

多様性の成立について,これまで蓄積した知見を総括

し,日本生態学会第52回大会で発表した.
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系統発生分野

茂原信生 ,相 見満 ,高井正成 ,本郷一美

<研究概要>

A)霊長類の性選択

相見蒲

オナガザル類では犬歯の性的二型が顛著であると

いわれてきた.しかし,シロクロコロブス類では雌の

,犬歯が必ずしも小さいわけではない.これまで,霊長

類の犬歯をめぐる性選択に関する議論は,｢疏著な性的

二型を示すのか,それとも雌雄同型か｣という二者択

一に分けておこなわれてきた.このような二者択一の

議論をシロクロコロブス類に当て時めることができな

いようだ.これまでの議論では不十分であり,性選択

に関する議論の再検討をはかっている.

B)霊長類の周目性起汝の検討

相見満

霊長類の共通祖先は夜行性であったというのが現

在,一般的な説である.しかし,晴乳類の共通の祖先

は昼も夜も活動するといわれるようになってきた.そ

こで,霊長類について検討した.その結果,壷長頬も

かつては昼も夜も活動する,すなわち,周目性だった

との仮説を提出した.マダガスカルにすむ原猿類キツ

ネザルの現地調査をおこない,この仮説の検証につと

めている.

q スンダランドの霊長類の変遷

相見満

現在のマレー半島,スマ トラ,ボルネオ,ジャワ

はかつて,つながっていて,スンダランドと呼ばれる

一続きの陸地をなしていた.この地域は動物の種類が

豊富で,コノハザルやシアマンなど特有のものがいる.

これらの特有な種の分布を調査し,ゆくゆくはこの地

域の動物相全体の変遷を明らかにしたい.

D)東アジアの第三紀前半の化石霊長類の進化に関す

る研究

茂原信生,高井正成,鍔本武久 (学振特別研

究員)

ミャンマー国中央西部のボンダウン地域に広がる

中期始新世未の地層を対象にして,.霊長類化石の発掘

を目的とした調査をおこなっている.同地域から見つ
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